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令和５年度 営農計画樹立協議 終了
～目標達成に向けた責任ある計画の遂行を～

　
北
海
道
の
生
乳
生
産
計
画
は
、「
北
海
道
生

乳
生
産
基
盤
・
安
定
供
給
強
化
対
策
（
第
３
期

意
向
生
産
対
策
）」
の
１
年
目
を
「
令
和
３
年

度
生
産
意
向
数
量
１
０
０
％+

１
％
」
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
乳
製
品
の
在
庫
問
題
、

不
需
要
期
で
の
処
理
不
可
能
乳
の
発
生
回
避
に

向
け
た
対
策
と
し
て
、
更
に
５
万
ト
ン
の
削
減

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
は
、
１
１
１
，１
９
９
ト
ン
（
前

年
比
１
０
１
．２
％
）
の
目
標
数
量
で
し
た
が
、

９
４
０
ト
ン
が
期
中
削
減
と
な
り
１
１
０
，２

５
９
ト
ン
（
前
年
比
１
０
０
．４
％
）
が
最
終

目
標
数
量
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
の
生
乳
生
産
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
深
刻
な
需
給
緩
和
が
続
く
中
、「
抑
制
」
か

ら
「
減
産
」
へ
シ
フ
ト
し
、
一
日
も
早
く
こ
の

環
境
を
脱
す
る
べ
く
、
生
産
者
・
処
理
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
の
取
組
を
強
化
し
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
改
善
に
向
け
「
凌
ぐ
期
間
」
を
乗

り
越
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
昨
年
か
ら
続
く
燃
油
、
飼
料
、
肥
料

を
は
じ
め
と
す
る
農
業
生
産
資
材
な
ど
の
価
格

高
騰
が
、農
家
経
営
を
更
に
圧
迫
さ
せ
て
お
り
、

組
合
員
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、
厳
し
い
営
農
計

画
策
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
状
況
を
解
消
す
る
た
め
、
当
Ｊ
Ａ
に
お

い
て
も
乳
製
品
の
取
り
ま
と
め
購
入
な
ど
を
継

続
し
て
行
い
、
引
き
続
き
需
要
創
出
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
同
様
生
産

抑
制
と
な
り
、
非
常
に
厳
し
い
１
年
と
な
り
ま

す
が
、
各
種
支
援
事
業
等
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
こ
の
窮
地
を
凌
ぎ
、
情
勢
変
化
に
対
応
し
う

る
柔
軟
で
生
産
性
の
高
い
経
営
を
確
立
し
、
再

び
生
産
拡
大
を
進
め
る
時
の
た
め
に
備
え
、
準

備
を
整
え
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

令和4年実績 
（クミカン年度） 戸数 令和5年計画 

（クミカン年度） 戸数 対比 令和4年度見込み 
（4 ～ 3月）

令和5年度見込み 
（4 ～ 3月） 対比

鶴居 41,193.9 36 40,203.9 36 97.6% 40,276.9 40,505.3 100.6%

幌呂 30,846.7 28 29,789.7 25 96.6% 30,272.7 29,869.5 98.7%

白糠 21,101.5 35 20,166.8 34 95.6% 20,732.3 20,131.3 97.1%

音別 16,460.8 22 15,844.0 22 96.3% 16,170.6 15,962.4 98.7%

ＪＡ計 109,602.9 121 106,004.4 117 96.7% 107,452.5 106,468.5 99.1%

経産牛頭数 育成牛頭数 乳用牛頭数 馬 和牛

鶴居
5年度期首 4,386 3,600 7,986 3 200
4年度期首 4,405 3,423 7,828 3 180

差 △ 19 177 158 0 20

幌呂
5年度期首 3,182 2,855 6,037 14 251
4年度期首 3,198 2,776 5,974 17 215

差 △ 16 79 63 △ 3 36

白糠
5年度期首 2,379 1,829 4,208 29 158
4年度期首 2,403 1,874 4,277 34 176

差 △ 24 △ 45 △ 69 △ 5 △ 18

音別
5年度期首 2,027 1,752 3,779 50 198
4年度期首 2,105 1,703 3,808 57 232

差 △ 78 49 △ 29 △ 7 △ 34

合計
5年度期首 11,974 10,036 22,010 96 807
4年度期首 12,111 9,776 21,887 111 803

差 △ 137 260 123 △ 15 4

生乳生産の集計

飼養頭数の集計

（単位：t ％）

（単位：頭 ）
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令和４年度北海道産業貢献賞
（農業関係功労者）を瀧澤会長が受賞

　
２
月
14
日
、
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
札
幌
で
、
令
和
４
年
度
北

海
道
産
業
貢
献
賞
（
農
業
関
係

功
労
者
）
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
農
協
運
営
や
農
業
指
導
な
ど

北
海
道
農
業
の
振
興
に
貢
献
し

た
36
名
が
受
賞
し
、
当
Ｊ
Ａ
瀧

澤 

義
一
会
長
が
農
業
団
体
等

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
瀧
澤
会
長
は
、
旧
鶴
居
村
農

協
で
理
事
、
専
務
、
組
合
長
を

務
め
、
合
併
後
も
専
務
、
組
合

長
と
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
生
乳
集
荷
輸
送
業

務
の
完
全
民
間
委
託
に
よ
る
コ

ス
ト
削
減
や
、
生
乳
共
同
検
査

業
務
の
運
営
開
始
な
ど
を
通
じ

て
、
組
合
員
の
経
営
安
定
や
農

協
の
健
全
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
平
成
23
年
に
は
ホ
ク

レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会
代

表
理
事
副
会
長
に
就
任
し
、「
生

乳
生
産
安
定
対
策
」
等
の
構
築

や
、
酪
農
家
の
所
得
向
上
と
経

営
基
盤
強
化
を
図
る
な
ど
地

域
・
北
海
道
農
業
の
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
月
14
・
16
日
の
２
日
間
、
幌

呂
・
音
別
の
２
会
場
で
、
今
後
の

農
協
事
業
運
営
に
係
る
組
合
員
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
説
明
会
で
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
収
支

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
、
今

後
の
農
協
事
業
運
営
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
早
期
警
戒
制
度
へ
の
対

応
や
コ
ス
ト
削
減
対
策
な
ど
、
将

来
の
Ｊ
Ａ
経
営
基
盤
を
強
化
す
る

た
め
の
計
画
に
つ
い
て
も
触
れ
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
か
ら
頂
い
た

様
々
な
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
事
業
運
営
の
参
考
に
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
今
後
も
組
合
員
の
皆
様
に
ご
理

解
を
頂
く
為
に
、
引
き
続
き
説
明

会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今後の農協事業運営に係る組合員説明会を開催
音別会場 幌呂会場
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酪農振興会が良質乳出荷農場を表彰

酪農振興会とJA常勤役員との意見交換会を開催

　
２
月
３
日
、
鶴
居
事
務
所
で
当
Ｊ
Ａ
酪

農
振
興
会
主
催
に
よ
る
良
質
乳
出
荷
農
場

表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

「
酪
農
祭
」
が
中
止
と
な
り
、
本
年
も
良

質
乳
出
荷
農
場
表
彰
式
の
み
開
催
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
令
和
４
年
１
月
～
12
月
に

出
荷
し
た
乳
量
に
対
す
る
体
細
胞
数
・
生

菌
数
に
つ
い
て
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

農
場
に
対
し
て
贈
ら
れ
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
は
７
農
場
が
表
彰
さ
れ
、

對
木 

隆
司
会
長
か
ら
表
彰
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
ま
し
た
農
場
の
皆
様
、
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
の
日
頃
の
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま

す
と
と
も
に
、
各
農
場
の
益
々
の
良
質
乳

出
荷
に
期
待
を
致
し
ま
す
。

　
2
月
3
日
、
鶴
居
事
務
所
で

行
わ
れ
た
良
質
乳
出
荷
農
場
表

彰
式
終
了
後
に
、
酪
農
振
興
会

会
員
と
Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
と
の
意

見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
、
当
Ｊ

Ａ
よ
り
千
葉
組
合
長
と
五
十
嵐

専
務
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
酪
農
振
興
会 

對
木 

隆
司
会

長
と
千
葉
組
合
長
よ
る
開
会
の

挨
拶
の
後
、
春
日
営
農
部
長
よ

り
生
乳
需
給
を
取
り
巻
く
動
向

等
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　
会
員
の
皆
様
か
ら
は
、
今
後

の
農
業
情
勢
や
生
乳
生
産
、
飼

料
の
価
格
高
騰
等
の
、
農
家
経

営
に
係
る
質
問
や
意
見
に
加

え
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に

つ
い
て
等
、
様
々
な
意
見
や
質

問
が
出
さ
れ
、
と
て
も
有
意
義

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
員
の
皆
様
か
ら
頂
い
た
意

見
・
要
望
を
踏
ま
え
て
、
今
後

の
Ｊ
Ａ
事
業
運
営
に
活
か
し
て

参
り
ま
す
。

体細胞数の部  

最優秀賞 音　別 筥嵜 昌行　農場

優秀賞 鶴　居 （名）橋 村　農場

優秀賞 鶴　居 齊藤 和弘　農場

努力賞 白　糠 照井 　優　農場

生菌数の部  

最優秀賞 音　別 筥嵜 昌行　農場

優秀賞 幌　呂 大硲 晋二　農場

優秀賞 音　別 （株）大坂ファーム
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青年部鶴居支部が牛乳とバターを無料配布

　
２
月
15
日
、
Ａ
コ
ー
プ
ほ
ろ
ろ

店
で
青
年
部
鶴
居
支
部
が
、
北
海

道
根
釧
よ
つ
葉
牛
乳
と
よ
つ
葉
バ

タ
ー
の
セ
ッ
ト
を
無
料
配
布
し
ま

し
た
。

　
今
回
の
無
料
配
布
は
、
来
店
さ

れ
た
お
客
様
に
牛
乳
・
乳
製
品
の

消
費
拡
大
の
意
識
を
高
め
て
も
ら

お
う
と
企
画
さ
れ
、
昨
年
11
月
に

行
わ
れ
た
Ａ
コ
ー
プ
つ
る
い
店
に

続
い
て
、
２
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　
新
聞
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
や
鶴

居
村
の
放
送
で
宣
伝
を
行
っ
て
い

た
為
、
当
日
は
大
勢
の
お
客
様
が

来
店
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
用
意
し
た
１
０
０

セ
ッ
ト
は
20
分
程
で
配
布
終
了
と

な
り
、
今
回
の
無
料
配
布
も
大
盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

第34回タンチョウフェスティバル開催3年ぶり

　
２
月
12
日
、
鶴
居
村
総
合

セ
ン
タ
ー
前
庭
に
て
第
34
回

タ
ン
チ
ョ
ウ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
天
気
は
あ
い
に
く

の
雪
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
い
う
事
も
あ

り
、
大
勢
の
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
各
種
出
店
が
並

び
、
当
Ｊ
Ａ
青
年
部
鶴
居
支

部
が
根
釧
牛
乳
の
無
料
配
布

を
、
同
じ
く
女
性
部
幌
呂
支

部
は
豚
汁
の
販
売
を
、
Ａ

コ
ー
プ
つ
る
い
店
は
豚
串
等

を
販
売
し
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
「
タ
ン

チ
ョ
ウ
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ズ
」

や
、
恒
例
の
「
タ
ン
チ
ョ
ウ

鳴
き
声
コ
ン
テ
ス
ト
」、「
タ

ン
チ
ョ
ウ
耐
寒
競
技
」
が
行

わ
れ
、
参
加
者
、
観
客
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
大
盛

り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　
寒
い
中
で
開
催
さ
れ
た
お

ま
つ
り
で
し
た
が
、
集
ま
っ

た
皆
さ
ん
は
笑
顔
で
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
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農家経済４KプロジェクトよりJAくしろ丹頂

生産者向け情報『令和３年度の販売対策の結果と効果』

　今回は、生産者が負担している拠出金によりどのような対策を行って、どれだけの効果が得ら
れたかを再度紐解いていきます。

総額 約９０億円
（生産者負担 ８４. ５億円）

約３０万㌧の生乳需要を確保
（処理不可能乳発生を回避）

対　策　費 効　　　果

⇔

生産者負担約84.5億円に対し、ナラシ事業における国負担分は54億円と推定され

実質31億円の負担により約30万㌧の生乳需要を確保。

生乳換算で　生クリーム等向 5.2万㌧　チーズ向 2.3万㌧　脱脂粉乳 22.2万㌧

○具体的対策内容
①「生乳」の需要量を引き上げる
　・ハードチーズ向数量維持・拡大、EPA対策	 （14.7億円）
　　�乳業者ごとに基準数量を設定し、輸入チーズとの置換等により基準数量を上回っ
た場合、乳業者の買入れ乳価の減額等

　・フレッシュ製品拡大対策	 （4.3億円）
　　�生クリーム向、全脂濃縮乳向、脱脂濃縮乳、ソフトチーズ向け等数量に基準を設け、
基準以上となった場合、乳業者の買入れ乳価の減額等。

　・ソフトチーズ拡大推進（小規模乳業者向）	 （0.3億円）

②「瞬間的な処理能力」を引き上げる
　・非需要期乳製品向処理拡大対策	 （6.8億円）
　　�非需要期において乳業者ごとに乳製品３用途（脱バ・チーズ・生ク等）に基準を
設け、基準を上回った場合、乳業者の買入れ乳価の減額等。

③「在庫乳製品」の需要量を引き上げる
　・脱脂粉乳	バター等新規需要確保対策	 （63.5億円）
　　処理協力枠を設定し、輸入品との置換の差額を支出等。
　　（バター・脱粉・全粉・全練等）
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　
　

道
東
に
多
く
生
息
す
る
特
別
天

然
記
念
物
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
は
保
護
活

動
の
結
果
、
約
１
８
０
０
羽
ま
で
回

復
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
方

で
農
業
被
害
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

　

今
回
は
、
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
農

業
被
害
の
軽
減
に
向
け
た
対
策
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

１　

タ
ン
チ
ョ
ウ
に
よ
る
被
害

（
１
）
飼
料
作
物
へ
の
被
害

・
飼
料
用
と
う
も
ろ
こ
し（
以
下
コ
ー

ン
）
の
は
種
後
、
種
子
を
食
べ
る

・
サ
イ
レ
ー
ジ
の
シ
ー
ト
や
ラ
ッ
プ

を
突
い
て
穴
を
開
け
る

（
２
）
給
餌
や
牛
へ
の
被
害

・
牛
舎
ま
で
侵
入
し
て
飼
槽
の
エ
サ

を
採
食
し
、
飼
槽
の
周
り
に
糞
を
落

と
す

・
牛
が
タ
ン
チ
ョ
ウ
に
驚
き
、
足
を

滑
ら
せ
て
怪
我
を
す
る

２　

対
策
の
ポ
イ
ン
ト

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
特
別
天
然
記
念
物

で
す
が
、
殺
傷
を
伴
わ
な
け
れ
ば
防

除
が
可
能
で
す
。
そ
こ
で
、
次
の
２

つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
抑
え
た
上
で
対
策

を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

（
１
）
早
期
に
対
策
を
行
う

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
遠
く
か
ら
安
全
を

確
認
し
た
上
で
、
段
階
的
に
牛
舎
へ

と
近
づ
き
ま
す（
図
１
）。そ
の
た
め
、

牛
舎
へ
侵

入
す
る
前

か
ら
対
策

を
打
ち
、

牧
場
や
畑

が
安
全
な

場
所
と
認

識
さ
せ
な

い
よ
う
に

迅
速
な
対

応
が
大
切

で
す
。

（
２
）
対
策
に
順
応
さ
せ
な
い

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
は
カ
ラ
ス
と
同
様
に

同
じ
対
策
を
継
続
す
る
と
、
慣
れ
が

生
じ
、
効
果
が
軽
減
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
様
々
な
対
策
を
講

じ
て
効
果
の
持
続
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

３　

対
策
方
法

（
１
）
追
い
払
う

　

爆
音
機
な
ど
の
音
や
鳥
の
模
型
な

ど
で
追
い
払
い
ま
す
。
た
だ
し
、
一

度
追
い
払
っ
て
も
、
再
び
戻
っ
て
く

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
一
時
的
な
追

い
払
い
で
終
わ
ら
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
。

（
２
）
物
理
的
に
侵
入
さ
せ
な
い

　

防
鳥
ネ
ッ
ト
、
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を

牛
舎
の
扉
や
窓
に
設
置
し
、
侵
入
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。
他
の
野
鳥
や
野
生

動
物
の
侵
入
防
止
に
も
な
る
た
め
、

感
染
症
対
策
に
も
繋
が
り
ま
す
。

（
３
）
誘
引
要
因
を
取
り
除
く

　

次
の
要
因
を
取
り
除
き
、
タ
ン

チ
ョ
ウ
を
農
場
に
寄
せ
つ
け
な
い
環

境
作
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

①
舎
外
の
給
餌
方
法
の
変
更

　

事
例
と
し
て
、
牛
へ
の
給
餌
を
タ

ン
チ
ョ
ウ
が
行
動
し
な
い
時
間
帯
に

変
え
た
り
、
濃
厚
飼
料
を
マ
ッ
シ
ュ

状
に
変
更
す
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

飼
槽
の
状
況
、
牛
お
よ
び
タ
ン
チ
ョ

ウ
の
行
動

を
観
察
し
、

盗
食
対
策

を
検
討
し

ま
し
ょ
う

（
写
真
１
）。

②
コ
ー
ン
は
種
時
の
注
意
点

　

は
種
時
は
、
種
子
が
地
表
に
出
な

い
よ
う
に
覆
土
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

余
っ
た
種
子
は
畑
に
散
乱
し
た
ま
ま

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
コ
ー
ン
サ
イ
レ
ー
ジ
の
扱
い

　

使
用
中
の
サ
イ
ロ
の
サ
イ
レ
ー
ジ

開
口
部
は
、
取
り
出
す
毎
に
シ
ー
ト

な
ど
で
閉
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
サ

イ
レ
ー
ジ
シ
ー
ト
が
突
か
れ
て
破
損

す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
シ
ー

ト
の
上
か
ら
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
土
を
掛

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
（
写
真

２
）。
サ
イ
レ
ー
ジ
の
二
次
発
酵
の

防
止
に
繋
が
り
ま
す
。

④
コ
ー
ン
収
穫
後
の
耕
起

　

コ
ー
ン
の
収
穫
残
渣
を
狙
っ
た
飛

来
を
防
ぐ
た
め
、
早
め
に
耕
す
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

４　

お
わ
り
に

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
被
害
軽
減
に
関
す

る
資
料
が
環
境
省
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

タ
ン
チ
ョ
ウ
の
誘
引
要
因
の
排
除

や
侵
入
防
止
対
策
に
取
り
組
み
、
地

域
全
体
で
農
業
被
害
の
軽
減
と
共
生

を
図
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ

　
　
　

Ｐ
は
こ
ち
ら
へ
→

タ
ン
チ
ョ
ウ
と
共
生
す
る

図１ タンチョウの侵入経路

写真１ 盗食対策に
ネットを活用

写真２ サイレージシート
の突かれ防止
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ま
と
ま
っ
た
資
金
の
置
き
場
所

に
を

活
用

し
て

み
ま

せ
ん

か
?

共
済

ご
家
族
の
た
め
に

資
産
に
名
前
を
つ
け
、賢
く
対
策！

ご
自
身
の
た
め
に
退
職
金
や

余
裕
資
金
で
資
産
形
成！

ご
自
身・ご

家
族
の
た
め
に

資
産
を
増
や
し
て
万
一
に
備
え
る！

ご
家
族
の
た
め
に
資
産
に

名
前
を
つ
け
、賢
く
対
策！

ご
自
身・ご

家
族
の
た
め
に

資
産
を
増
や
し
て
介
護
に
備
え
る！

活
用
ポ
イ
ン
ト

PO
IN
T
❶

PO
IN
T
❷

PO
IN
T
❸

活
用
ポ
イ
ン
ト

PO
IN
T
❶

PO
IN
T
❷

PO
IN
T
❸

活
用
ポ
イ
ン
ト

PO
IN
T
❶

PO
IN
T
❷

PO
IN
T
❸

活
用
ポ
イ
ン
ト

PO
IN
T
❶

PO
IN
T
❷

PO
IN
T
❸

457
万円

解
約
返
れ
い
金

6
0
歳

第
1
0
年
度

第
1
5
年
度

第
2
0
年
度

解
約
返
れ
い
金

解
約
返
れ
い
金

467
万円

475
万円

500
万
円

万
一
の
と
き

※
解
約
返
れ
い
金
は
万
円
未
満
を
切
捨
で
表
示

一
生
涯
保
障

公
的

介
護

保
険

制
度

に
定

め
る

要
介

護
2～

5に
認

定
さ

れ
た

と
き

、
ま

た
は

所
定

の
重

度
要

介
護

状
態

に
な

ら
れ

た
と

き

一
時

払
共

済
掛

金
と

介
護

共
済

金
と

の
差

額
約2
4
万
円！！

な
ん

と

①
終
身
共
済《
全
期
前
納
タ
イ
プ
》

③
一
時
払
終
身
共
済

④
一
時
払
介
護
共
済

ラ
イ
フ
ロ
ー
ド

ご
加
入
い
た
だ
け
る
年
齢
は40歳

～
75歳

ご
加
入
い
た
だ
け
る
年
齢
は0歳

～
75歳

ご
加
入
い
た
だ
け
る
年
齢
は0歳

～
90歳

②
予
定
利
率
変
動
型
年
金
共
済

ご
加
入
い
た
だ
け
る
年
齢
は18歳

～
85歳

※
途

中
で

ご
解

約
さ

れ
た

場
合

、保
障

は
な

くな
り

ま
す

。ま
た

、返
れ

い
金

が
お

支
払

い
い

た
だ

い
た

共
済

掛
金

の
総

額
を

下
回

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

の
で

予
め

ご
了

承
くだ

さ
い

。
※

“万
一

”の
と

き
と

は
、死

亡
・

所
定

の
第

1級
後

遺
障

害
の

状
態

・
所

定
の

重
度

要
介

護
状

態
の

い
ず

れ
か

に
該

当
す

る
場

合
の

こ
と

で
す

。
※

図
中

の
数

値
は

解
約

返
れ

い
金

の
万

円
未

満
を

切
捨

て
し

て
表

示
し

て
い

ま
す

。

一
度
契
約
手
続
き
を
行
え
ば
、

ご
入
り
用
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
解
約
さ
れ
る
ま
で
、

手
間
ひ
ま
を
か
け
ず
に

運
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す！

受
取
人
を
指
定
で
き
る
た
め
、

残
し
た
い
人
に
残
し
た
い
額
を
、

確
実
に
残
せ
ま
す！

ス
ム
ー
ズ
な
死
亡
共
済
金
の

受
取
り
に
よ
り
、

相
続
時
の
急
な
出
費
に

対
応
で
き
ま
す！

あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た

受
取
人
に
よ
り
、

ス
ム
ー
ズ
な介
護
共
済
金
の

受
取
り
が
可
能！

公
的
介
護
保
険

制
度
に
連
動
し
た

わ
か
り
や
す
い
保
障！

加
入
は90

歳
ま
で幅
広
く
、

お
申
し
込
み
は
、

簡
単
な
告
知
の
み！

死
亡
給
付
金
は

相
続
対
策
に
ご
活
用

で
き
ま
す！

運
用
も
し
な
が
ら
、

死
亡・重

度
要
介
護
状
態・第

1級
後
遺
障
害
の

保
障
が一
生
涯
つ
づ
き
ま
す！

死
亡
共
済
金
は
、

相
続
対
策
に
ご
活
用
で
き
ま
す！

安
心
の
”円
建
て
”で

余
裕
資
金
を
活
用
し
、老
後
の
た
め
に

資
産
を
確
実
に
残
せ
ま
す！

6年
目
以
降
予
定
利
率
が
0.5％

で
推
移
し
た
場
合

10年
間

の
年

金
受

取
総

額（
最

低
保

証
年

金
額

509,521円
×

10年
）

※
一
定
の
要
件
を
満
た
し
税
制
適
格
特
約
を

　
付
加
し
て
い
る
場
合

予定利率と年金額

ご
契
約
時
の
最
低
保
証
予
定
利
率
で

推
移
し
た
場
合

例
え
ば
6年
目
以
降

適
用
さ
れ
る
予
定
利
率
が

1.00％
で
推
移
し
た
場
合

契
約
6年
目
以
降
の

予
定
利
率
の
推
移
に
よ
っ
て
、

年
金
受
取
額
の
増
加
が
期
待
で
き
ま
す！

「
個
人
年
金
保
険
料
控
除
」を
活
用
し
て
、

所
得
税・住

民
税
を 節
税
で
き
ま
す！

※
責

任
開

始
時

以
後

に
生

じ
た

病
気

ま
た

は
ケ

ガ
に

よ
る

場
合

に
限

り
ま

す
。※

介
護

共
済

金
を

お
支

払
い

し
た

場
合

に
は

ご
契

約
は

消
滅

し
ま

す
。

※
こ

の
資

料
は

概
要

を
説

明
し

た
も

の
で

す
。詳

細
に

つ
き

まし
て

は「
重

要
事

項
説

明
書（

契
約

概
要

・
注

意
喚

起
情

報
）」お

よ
び「

ご
契

約
の

し
お

り・
約

款
」に

よ
り

必
ず

ご
確

認
くだ

さ
い

。

4,893,935円
4,922,895円
4,950,315円
4,965,040円
4,977,425円

50歳
55歳
60歳
65歳
70歳

死
亡
共
済
金

（
令

和
4年

4月
現

在
）

500
万
円

あ
た
り
の

共
済
掛
金
例

払
込

掛
金

共
済

金
額

加
入

年
齢

5,000,000円

男
 性

＋
106,065円
＋

77,105円
＋

49,685円
＋

34,960円
＋

22,575円

差
額

4,850,150円
4,880,245円
4,910,335円
4,928,710円
4,946,395円

払
込

掛
金

女
 性

＋
149,850円

＋
119,755円
＋

89,665円
＋

71,290円
＋

53,605円

差
額

4,222,699円
4,368,601円
4,656,893円
5,059,013円

50歳
55歳
65歳
75歳

40歳
50歳
60歳
70歳

共済掛金累計
年齢

413万円
435万円
457万円
475万円

10年
435万円
457万円
475万円
489万円

20年
457万円
475万円
489万円
496万円

30年
475万円
489万円
496万円

－　  

40年

男
 性

解
約

返
れ

い
金（

共
済

年
度

ご
と

）
払込終了

4,068,768円
4,215,557円
4,478,479円
4,814,337円

50歳
55歳
65歳
75歳

40歳
50歳
60歳
70歳

共済掛金累計
年齢

399万円
422万円
446万円
468万円

10年
422万円
446万円
468万円
486万円

20年
446万円
468万円
486万円
496万円

30年
468万円
486万円
496万円

－　  

40年

女
 性

解
約

返
れ

い
金（

共
済

年
度

ご
と

）
払込終了

5,616,035円
5,518,285円
5,422,670円
5,330,650円
5,243,545円
5,163,015円
5,091,375円

40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳

介
護

共
済

金
加

入
年

齢
男

 性

5,521,815円
5,444,990円
5,369,380円
5,295,305円
5,223,690円
5,155,500円
5,092,575円

40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳

介
護

共
済

金
加

入
年

齢
女

 性

一
時

払
共

済
掛

金（
500万

円
プ

ラ
ン

）

一
時

払
共

済
掛

金（
500万

円
プ

ラ
ン

）

5 ,095 ,210
円

5 ,000 ,000
円

5 ,243 ,545
円
5 ,000 ,000

円
4 ,950 ,315

円

500
万
円

●
ご

加
入

者
:60歳

・
男

性
 ●

年
金

種
類

:定
期

年
金

 ●
ご

契
約

当
初

5年
間

の
予

定
利

率
:0.3%

●
共

済
掛

金
払

込
終

了
年

齢
:70歳

 ●
年

金
受

取
開

始
年

齢
：

70歳
●

ご
契

約
6年

目
以

降
の

最
低

保
証

予
定

利
率

:0.5%
 ●

共
済

掛
金

払
込

期
間

:10年
●

年
金

受
取

期
間

:10年
 ●

税
制

適
格

特
約

:有
 ●

払
込

方
法

:年
払

い
 （

令
和

4年
4月

現
在

）

ご
契

約
例（

年
払

い
50万

円
プ

ラ
ン

）

●
ご

加
入

者
:60歳

男
性

 ●
共

済
掛

金
払

込
終

了
年

齢
:65歳（

全
期

前
納

） 
●

共
済

金
額

:500万
円

 

ご
契

約
例

●
ご

加
入

者
:60歳

・
男

性
 

●
一

時
払

共
済

掛
金

:500万
円

 
　（

令
和

4年
4月

現
在

）
ご

契
約

例
●

ご
加

入
者

:60歳
・

男
性

 
●

死
亡

共
済

金
:500万

円
 

　

ご
契

約
例

介
護
共
済
金
と
し
て

お
亡

く
な

り
に

な
ら

れ
た

と
き

死
亡
給
付
金
と
し
て

4 ,656 ,893
円

4 ,759 ,415
円

5 ,000 ,000
円

全
期
前
納
共
済
掛
金

（
令

和
4年

4月
現

在
）

共
済
掛
金

合
計

一
時
払
共
済
掛
金

解
約

さ
れ
ず
に

万
一
の

場
合

(                 )
受

取
差

額
102,522円

(                 )
受

取
差

額
343,107円

80歳
で

解
約
さ
れ
た

場
合

一
時

払
共

済
掛

金
と

死
亡

共
済

金
と

の
差

額

死
亡

共
済

金

な
ん

と

49 ,685
円！！

※
こ

の
共

済
は

、6年
目

以
降

、毎
年

予
定

利
率

を
見

直
す

予
定

利
率

変
動

型
の

年
金

共
済

で
す

。予
定

利
率

と
は

、共
済

掛
金

積
立

金
を

積
み

立
て

る
際

に
適

用
さ

れ
る

あ
ら

か
じ

め
定

め
ら

れ
た

利
率

の
こ

と
で

す
。当

共
済

に
適

用
さ

れ
る

予
定

利
率

は
、ご

契
約

当
初

5年
は

固
定

で
す

が
、ご

契
約

6年
目

以
降

は
毎

年
見

直
さ

れ
ま

す
。予

定
利

率
は

共
済

掛
金

積
立

金
に

か
か

る
も

の
で

あ
り

、お
支

払
い

い
た

だ
い

た
共

済
掛

金
全

体
に

対
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。し
た

が
っ

て
、共

済
掛

金
全

体
に

対
す

る
利

回
り

は
予

定
利

率
よ

りも
低

くな
り

ま
す

。※
ご

契
約

時
の

予
定

利
率

は
、毎

年
設

定
さ

れ
ま

す
。し

た
が

っ
て

、ご
契

約
時

期
に

よ
っ

て
適

用
さ

れ
る

予
定

利
率

が
異

な
り

、最
低

保
証

年
金

額
が

変
更

と
な

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。 ※
最

低
保

証
年

金
額

は
、ご

契
約

6年
目

以
降

の
最

低
保

証
予

定
利

率
0.5%

で
推

移
し

た
場

合
の

年
金

額
で

す
。 ※

年
金

受
取

開
始

日
は

年
金

受
取

開
始

年
齢

の
誕

生
日

以
後

の
最

初
の

契
約

応
当

日
に

な
り

ま
す

。 ※
6年

目
以

降
予

定
利

率
1.00%

の
場

合
は

あ
くま

で
試

算
値

で
あ

り
、将

来
の

年
金

の
お

受
取

りを
お

約
束

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。ま

た
、万

円
未

満
は

切
り

捨
て

で
表

示
し

て
い

ま
す

。 ※
年

金
受

取
総

額
は

年
金

受
取

期
間

中
に

全
期

間
毎

年
年

金
受

取
さ

れ
た

場
合

の
受

取
総

額
を

試
算

し
て

い
ま

す
。　

※
令

和
４

年
１

月
末

時
点

の
法

令
等

に
も

と
づ

き
記

載
し

て
い

ま
す

。将
来

の
取

扱
い

を
保

証
す

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

の
で

、ご
了

承
く

だ
さ

い
。法

令
等

が
変

更
さ

れ
た

場
合

に
は

、変
更

後
の

取
扱

い
の

内
容

が
適

用
さ

れ
ま

す
の

で
ご

注
意

く
だ

さ
い

。個
別

の
税

務
の

取
扱

い
に

つ
い

て
は

税
理

士
・

税
務

署
等

に
ご

確
認

くだ
さ

い
。※

ご
契

約
時

の
健

康
状

態
や

こ
れ

ま
で

の
共

済
金

の
支

払
請

求
内

容
な

ど
に

よ
っ

て
は

、ご
契

約
い

た
だ

け
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

PO
IN
T
❹

相
続（
節
税
）対
策
に
も

ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す！

・
・

節
税
対
策 （

相
続

財
産

の
評

価
対

策
）

「
生

命
共

済
」の

非
課

税
枠

の
適

用

500
万

円
×

法
定

相
続

人
の

数

遺
産
分
割
対
策

当
初
5年
間
の
予
定
利
率予
定
利
率

当
初5
年
間

0.3
％

0.5
％

500
万
円

0.3
％

1.00
％

500
万
円

101.8
％

106.0
％

6
年
目
以
降

共
済
掛
金
合
計
額

共
済
掛
金
合
計
額

509
万
円

530
万
円

年
金
受
取
総
額

年
金
受
取
総
額

給
付
率

給
付
率

6年
目
以
降
の
最
低
保
証
予
定
利
率

※
あ

くま
で

試
算

で
あ

り
、将

来
の

年
金

の
お

受
取

りを
お

約
束

す
る

も
の

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。※

万
円

未
満

切
捨

て
で

表
示

。

一
生
涯
保
障

※
解
約
返
れ
い
金
の
表
示
金
額
は
、各
共
済
年
度
の
末
日
に
解
約
等
を
行
っ
た
場

合
の
数
値
で
す
。実
際
の
金
額
は
、解
約
等
を
行
っ
た
時
期
に
よ
り
変
動
し
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
令

和
4年

4月
現

在
）
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目
的
に
合
わ
せ
た “お

金
の
置
き
場
所
”を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
22010011085】

お
問

い
合

わ
せ

は

も
う

い
ち

ど
定

期
貯

金
へ

─
も

う
い

ち
ど

…

数
年
後
─

数
年
後
─

ま
た

手
続

き
…

お
金
の
置
き
場
所

を
変

え
て

み
ま

し
ょ

う

お
金
の
置
き
場
所

を
変

え
て

み
ま

し
ょ

う

置
き

場
所

は
終
身
共
済〈
全
期
前
納
タ
イ
プ
〉

ウ
ラ

面
①

を
チ

ェ
ッ

ク
！

お
金
の
置
き
場
所

を
変

え
て

み
ま

し
ょ

う

置
き

場
所

は
年
金
共
済

ウ
ラ

面
②

を
チ

ェ
ッ

ク
！

お
金
の
置
き
場
所

を
変

え
て

み
ま

し
ょ

う

置
き

場
所

は
一
時
払
介
護
共
済

ウ
ラ

面
④

を
チ

ェ
ッ

ク
！

置
き

場
所

は
一
時
払
終
身
共
済

（
平

28.10）
ウ

ラ
面

③
を

チ
ェ

ッ
ク

！

数
年
後
─

預貯金 共済

預貯金

預貯金 共済

預貯金

元
気

だ
っ

た
叔

父
さ

ん
が

介
護

状
態

に
…

介
護

施
設

に
入

っ
た

ら
ど

れ
だ

け
費

用
が

か
か

る
ん

だ
ろ

う
？

公
的
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り

自
己
負
担
が
増
加
す
る
ケ
ー
ス
も
…

□
一

定
の

所
得

が
あ

る
と

介
護

保
険

サ
ー

ビ
ス

の
自

己
負

担
　

割
合

が
2割

か
ら

3割
に

※
1

□
年

間
の

平
均

介
護

費
用

は
99.6万

円
※

2

当
初

自
己
負
担

費
用

公
的
介
護

保
険
制
度
等

か
ら
の
給
付

備えた

介護費用

備えるべきだった

介護費用現
在

※
1.2018年

公
的

介
護

保
険

制
度

の
改

正
に

よ
る

も
の

 ※
2 公

益
財

団
法

人
　

生
命

保
険

文
化

セ
ン

タ
ー「

2021（
令

和
３

）年
度

 生
命

保
険

に
関

す
る

全
国

実
態

調
査

」よ
り

Ｊ
Ａ

共
済

連
北

海
道

作
成

※
終

身
共

済（
全

期
前

納
プ

ラ
ン

）を
途

中
で

ご
解

約
さ

れ
た

場
合

、返
れ

い
金

が
お

支
払

い
い

た
だ

い
た

共
済

掛
金

の
総

額
を

下
回

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
※

年
金

共
済

を
途

中
で

ご
解

約
さ

れ
た

場
合

、返
れ

い
金

が
お

支
払

い
い

た
だ

い
た

共
済

掛
金

の
総

額
を

下
回

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

さ
ら

に
口

座
が

凍
結

し
、

お
金

も
自

由
に

引
き

出
せ

な
い

こ
と

も
…

納
税

資
金

が
準

備
で

き
な

い
こ

と
も

…
仲

の
良

か
っ

た
息

子
と

娘
が

遺
産

分
割

で
争

う
こ

と
に

…

遺
産

預貯金 共済

預貯金

預貯金 共済

預貯金

十
数
年
後
─

と
う

と
う

自
分

も
介

護
施

設
に

入
居

す
る

こ
と

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

け
ど

…

せ
っ

か
く

備
え

て
い

て
も

自
由

に
引

き
出

せ
な

い
こ

と
も

…

14
5

67
7

6
6

5
5

4
4

2
3

1
2

3

1
1

2
2

3
3

生
活

費
介

護
費

用
老

後
費

用

6
5

4

余
裕
資
金
を「
ふ
や
す
」編

家
族
の
た
め
に「
そ
な
え
る
」編

老
後
の
た
め
に「
ふ
や
す
」編

自
分
の
た
め
に「
そ
な
え
る
」編

本
店
共
済
課
　
0
1
5
4
-6
4
-5
4
7
7

幌
呂
支
店
金
融
共
済
課
　
0
1
5
4
-6
5
-2
3
1
1

白
糠
支
店
金
融
共
済
課
　
0
1
5
4
7
-2
-2
1
8
3

音
別
支
店
金
融
共
済
課
　
0
1
5
4
7
-6
-0
3
3
3
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※Jミルクホームページより転載

カルシウムたっぷり！
作り置きして朝食にもおすすめ
手作りシリアルバー

　

【作り方】
① 耐熱容器にマシュマロを入れ、全体にオリー

ブ油をかける。ふんわりラップをし、電子レ

ンジ（600W）で30秒加熱する。

② 全体にスキムミルクをかけ、その上にシリア

ルをかけて箸でざっくり混ぜる。

③ クッキングシートを敷いたバットに流し、キャ

ラメル包みにして冷蔵庫で冷やし固める。

④食べやすい大きさに切る。

今月のミルク
レシピ

材　料（６本分）
※つくりやすい分量
マシュマロ………… 50g　※半分に切る
オリーブ油…………………………大さじ1
スキムミルク………………………大さじ3
ドライフルーツ入りシリアル……… 50g
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12

・つぶやきコーナー

A B C D E

キ
リ
ト
リ

３月の答え

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　 なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき

ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取っ
ていただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2023年４月12日まで
　当選者の発表は４月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。

・	いつも楽しくまちがいさがし。最後の一つがボケ
防止	 （あっこちゃん）

・	買物に農協に行くと牛乳の無料配布にあたり、い
ただいて帰ってきました。ほんとうにありがとう。
	 （Ｓ・Ｍ）

・	新しい子ネコのリーナがきました。とってもかわ
いいです。	 （リーナ）

・	最高。アイスがあたってうれしい、ありがとうご
ざいます。これからもがんばるぞ。クロスワード
も楽しみです。	 （しまじろうの母）

今回の答えは４月号に掲載するよっ！！

1 3 5 8 102月号
の答え

・万年ボギー さん　・バアーチャン さん
・あっこちゃん さん

おめでとうございます!! 2月号の当選者

1　帽子のポンポンの大きさが違う 
3　煙突から煙が出ている　　5　テントの窓の形が違う 
8　犬の頭の上に乗った雪の量が違う 
10　カップの絵が変わっている

クロスワードパズル

クロスワードパズルにチャレンジ‼
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

ヨコのカギ
１　暑さ寒さも――まで
２　佐渡、淡路、隠岐といえば
３　多くの受験生が解くもの
４　数学ではxやyで表すことが多い
５　ツクシはこの植物の胞子茎です
９　飛行機が飛び立つこと
11　薄く切ったもの。――チーズ
12　山下公園や中華街があります
13　卒業式で『――の光』を歌った
15　イルカのヒット曲『――雪』
18　衣服に付いている、洗濯表示などが載っている部分

タテのカギ
１　ひな人形に供える餅
４　入試のときはケアレス――に気を付けて
６　ぐっと辛抱すること
７　ウドの生産量が日本一の、北関東にある県
８　跳ね上げたひげが特徴的なスペインの画家
10　石が細かく砕けたもの
11　雪解けで川の――が増えた
13　つくのはうそ、吹くのは
14　中華がゆなどにのせる赤い実
16　スタッドレスからノーマルに替えようかな
17　宿屋のこと。漢字では旅籠と書きます
19　出かけていて誰もいません
20　ひな祭りのうしお汁によく使われる貝

どなたでも応募できますのでたくさんの応募お待ちしております。



■
編
集
発
行—

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合
管
理
部
管
理
課

—
V
O
L
・
185—
令
和
5
年
3
月
発
行

■
印
刷
　
白
糠
印
刷
㈱ ID→jakushirotancho

ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S—NOTE

□ 新型コロナウイルス感染症が2019年末に発生してから3年余りが経ちました。３月13日からマスクの

着用が個人の選択に委ねられることになり、また、５月には感染法上の分類を、季節性インフルエ

ンザと同じ「５類」に引き下げする事となりました。

　 これから新型コロナウイルスとの向き合い方が変わってくると思いますが、終息したわけではありま

せんので、引き続き基本的な感染対策は必要になるのかなと思っております。（山本）

理　事　会　報　告
1月定例理事会　令和５年１月30日（月曜日）

Ⅰ．報告事項　 
１．—専決事項及び諸会議について
２．—各委員会・諸会議等について—
３．—１２月末財務状況について
４．—事業の実施処理状況について
５．—令和４年度決算見込みについて
６．—個人情報保護に係る内部監査の報告につ
いて

７．—事務受託契約締結組織の無通告監査の報
告について

８．—各部門における収支シミュレーションに
ついて

—Ⅱ．付議事項　 
議案第１号．—みのり監査法人（期中監査Ⅱ）

経過概要報告について

議案第２号　共済担保資金の貸付について
議案第３号　融資の承認について
議案第４号　固定資産の処分について
議案第５号　固定資産の取得について
議案第６号．—令和４年度　畜産・酪農収益力

強化整備等特別対策事業（機械
導入事業）の承認について

議案第７号．—諸規程の一部変更について

Ⅲ．その他協議事項　 
１．組合員の農業に係る現況照会について—
２．—今後の農協事業運営に係る合理化計画及
び組合員説明会の開催について

３．—当面の業務日程について

■令和４年度 　生乳生産実績（１月）
月計乳量（㎏） 同月前年比（％） 累計乳量（㎏） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,843,251.5 93.5 90,515,923.0 98.9

鶴 居 地 区 3,269,668.5 92.1 33,922,991.7 98.6

幌 呂 地 区 2,562,842.0 96.0 25,546,091.4 97.7

白 糠 地 区 1,709,770.3 95.2 17,509,472.5 104.8

音 別 地 区 1,300,970.7 92.7 13,537,367.4 95.1

管 内 計 43,526,705.3 93.4 445,017,680.7 97.4

（前年度管内計） 46,609,525.2 458,659,058.5


